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大項目 1

質問事項

答弁内容Ⅰ

【取組状況Ⅰ】 　

答弁内容Ⅱ

【取組状況Ⅱ】

　　

 新型コロナウイルス感染拡大の状況等もあり、スポーツ施設の利用制限もあるなかで、都市型スポーツ施設整備構想は出来ておらず、
引き続き、市民のニーズを把握し、場所の選定、施設整備も含めて検討してまいります。

(1)　子育てしやすい制度や街の環境整備
     ①　現在の出産祝金（出産子育て奨励金）は、第3子以降に重きを置かれ、第1子、第2子との差別がはなはだしく、
　　　　　他の自治体とも肩並び状態である。
　　 ②一定の成長期をむかえたこども達が、街の中に居場所がない。

安心して産み育てられる街の環境づくり

　現状としては現金給付よりも負担軽減に傾注している。やれる事業はすべてやりたいと思っているが、限られた財源、
様々な方策及び状況を踏まえて子育て支援の充実に努めていく。
　出産子育て奨励金はそもそも少子化対策に寄与する目的を主として施行したが、平成28年度の行政レビューにおい
て効果測定が困難との評価を受け、事業の目的を多子家庭の経済的負担の軽減に限定し、現制度を施行している。

　出産子育て奨励金については、現在、第三子以降のお子さんが出生した場合に支給しておりますが、第一子から支給することについ
ては、財政的に非常に困難と考えております。
　他の様々な施策を通じて子育て支援の充実に努めたいと考えております。

 古河市は、昨年度、「古河市スポーツ推進計画」を策定し、計画にもとづき、施策を進めてまいりました。スポーツ活動
の推進はもとより、安全で、より充実感のあるスポーツ施設を持続的に提供し、身近にスポーツに親しむことのできる環
境を整備するため、スポーツ庁が示した「ガイドライン」を参考にし、引き続き、スポーツ施設の維持管理に努めてまいり
ます。
 また、都市化が進み、子どもたちが自然と触れ合い、身体を使って遊べる機会が少なくなりました。公園等で練習して
いるのを見掛けるスケートボードなどは都市型スポーツに区分され、個人が気軽に始められることなどが挙げられます。
残念ながら、現在、スケートボードやインラインスケートなどができる設備を造る構想はありませんが、市内におけるス
ポーツ活動の実情や必要性を把握し、今後、他自治体に参考事例についても検討してまいります。実際の環境整備に
ついては、その後の運営面も考慮し、民間活用や市民との協働等も含めて効果的な手法を考えてまいります。


